
　半導体製造装置・材料の世界最大規模の展示会「セミコン・ジャパン2008」が12月3日（水）～5日（金）の3日間、千葉市の幕

張メッセで開催され総来場者数は約97,000人を数えました。

　本県からは東北経済産業局の出展補助を受け「いわて半導体関連産業集積促進協議会」等

の紹介と同協議会会員企業9社が最新の技術・製品をPRしました。

　県内出展企業は、㈱アイオー精密（花巻市）、㈲ウィング・プラ（北上市）、㈱エーデックス東

北事業所（花巻市）、㈱倉元製作所（一関市）、㈱小林精機（滝沢村）、㈱千田精密工業（奥州市）、

㈱ティーアンドケー（花巻市）、東北精密㈱（北上市）、㈱ＹＤＫメカトロニクス（遠野市）の9社で、

今後の折衝の結果に期待が持たれます。

セミコン・ジャパン2008に県内企業9社が出展

　国は、昨年から農商工等連携促進法により農林漁業者と中小企業者が連携して新たな取り組
みを行う事業を支援している。この農商工連携を初めて聞いた時には、当たり前のことを何故国
が支援するのかよく分からなかった。
　しかし、次第に農商工連携支援のポイントが分かってきた。第１に連携する相手を特定すること。
これは「結婚」に似ている。「あなた」の作った作物でなければならない。この作物を生かすに
は加工技術のすぐれた「あなた」でなければならない等 。々支援する対象は、通常の購買・仕入
等の関係でないことらしいこと。第２に中小企業も農林漁業者ともに経営の改善が実現すること。
片一方ばかり儲かるのでなく、生産者・加工者・販売者すべてが儲かる「Win Win Win」の取
り組みを支援することらしいこと。
　国では、農商工連携は、都市よりも地域資源が豊富にある地方にとって良い施策であるので

是非、積極的に取り組んでもらいたいと云っている。確かに岩手県としてもチャンスである。原材料として出荷するより加工して付加価値をつけて売っ
た方が良い。また、国ばかりでなく岩手県でも３月には「いわて農商工連携ファンド（仮称）」を組成して支援することとしている。
　この事業は始まったばかり。何か新しい取り組みを検討されている方は、農商工連携により岩手を元気にしてもらいたいものです。センターも微力
ながらお手伝いします。
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Win Win Winの連携＝
地域資源を生かした農商工連携
総合支援グループ　二階堂　篤
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　東北経済産業局及びいわて起業家サポーティングネットワーク会議では、起業、創業を
目指す方、創業間もない方々等を対象に「資金調達」をテーマとしてセミナーを開催します。

地域を元気にする 起業家支援セミナー

日　時　　平成21年2月20日(金) 　13:30～16:00
会　場　　盛岡地域交流センター「マリオス」188会議室(盛岡駅西口)
受講料　　無 料

時　間 テーマ 講　師

13:30～14:00 起業支援に関する国の施策について 東北経済産業局　　産業支援課

14:00～14:30
起業支援に関する岩手県の施策について
　「いわて希望ファンド」の概要
　「いわて農商工連携ファンド」の概要

㈶いわて産業振興センター

14:30～15:00
講演　〈起業事例〉
　「防災・防犯メール発信システム　eメッセージ」の成功
　　と陰〔8年間の失敗〕

株式会社　アットシステム
代表取締役　佐宗美智代氏
〔宮城県名取市〕

15:10～15:40 講演　〈起業事例〉
　「トラベル&カフェ」事業

株式会社　トラベルマーケット
代表取締役　北田耕嗣氏
〔岩手県盛岡市〕

15:40～16:00 創業を応援する融資制度
　「創業融資の判断ポイント」

株式会社日本政策金融公庫　仙台支店
国民生活事業
創業支援課長　坂口　肇氏
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